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①申請医師（当該遺伝性疾患専門医）として必要なこと

①承諾書M3を作成する
日本産婦人科学会HPより

日本産婦人科学会HPより

①申請医師（当該遺伝性疾患専門医）として必要なこと
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日本産婦人科学会HPより

②意見書作成医師（当該遺伝性疾患専門学会）として必要なこと

日本産婦人科学会HPより
②意見書作成医師（当該遺伝性疾患専門学会）として必要なこと
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日本産婦人科学会HPより

M3で詳細な情報提供を提供しておく必要がある

②意見書作成医師（当該遺伝性疾患専門学会）として必要なこと

日本産婦人科学会HPより

スライド：37

スライド：38



第 21回全国遺伝子医療部門連絡会議　資料 個別ワークショップ　６

日本産婦人科学会HPより

生殖・周産期医療に関係する生命倫理を考えるに際しての
⽇本産科婦人科学会の基本姿勢 

https://www.jsog.or.jp/activity/rinri/202203_rinri_kihon.pdf

• 「他者の置かれた状況にも想像力を働かせ、異なる立場
にあったり、異なる考えを持つ人々にも配慮し、尊重し
あえる寛容な社会が築かれること」を願います

• 会員誰もが、この考えを念頭に置き、答えの出ない事態
に耐える力（Negative capability）を備え、反対意⾒も
考慮した決定事項の尊重と実施 (Disagree and commit)
の姿勢で、医師としてすべての国民が健康な生活を送れ
るように考えてまいります
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